
Ｅ２本日の試合結果一覧 開催日 2022/11/13
2022-23 V.LEAGUE DIVISION1 WOMEN Page( 1/2 )

試合番号 ： 320 試合会場 ： 北ガスアリーナ札幌46（札幌市中央体育館） 観客数 ： 558

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:21 試合時間 ： 01:21 主審： 佐藤　美里 副審： 明井　寿枝

デンソーエアリービーズ 通
算

3 勝 3 敗

3

26 第１セット 24

0

KUROBEアクアフェアリーズ 通
算

2 勝 4 敗

ポイント： 9 ポイント： 5

監
督
コ
メ
ン
ト

　ホームでの３連勝をエアリービーズらしいバレーをして勝ち取ろうと試
合に臨みました。
　序盤は流れを掴めずに、ディフェンスで苦しみましたが、第１セット終
盤で粘った末のラリーを取って勝つことができました。
　第２セット以降は相手のサーブに苦しみましたが、ブロックポイントで
流れを持ってくる展開を作ることができて３連勝を飾れました。
　２日間熱いご声援を送っていただきありがとうございました。12月にあ
る札幌でのホームゲームで成長した姿をお見せできるように頑張っていき
ます。

25 第２セット 20
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日のゲームの課題を克服すべく、全員で話し合い挑んだ本日のゲーム
でしたが、相手の攻撃に対して的を絞ることができませんでした。
　次週、富山県でのホームゲームとなりますので、コンディションを整え
良いゲームができるよう準備をしたいと思います。
　本日もありがとうございました。25 第３セット 22

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　デンソーエアリービーズの札幌でのホームゲーム第２戦。
　第１セット、デンソーはKUROBEアクアフェアリーズをサーブで崩し、ネリマンの多彩な攻撃と横田(真)の速い攻撃などで得点を重ねていく。対するKUROBEも粘り強い守りから、コクラムの力強いスパイク
とイヴェギンのコースを狙った攻めで反撃。中盤、KUROBEは山口のサービスエースなどでリズムを取り戻し、一進一退の展開でデュースとなった。最後はネリマンのスパイク、横田(真)のブロックでデンソ
ーがセットを先取した。
　第２セット、序盤はKUROBEのペースで試合が進んだが、中盤にデンソーが拾ってつなぎ追いついた。両エースの打ち合いでシーソーゲームとなるも、終盤にデンソー横田(真)がスパイク、ブロックを決め
デンソーがセットを連取した。
　第３セット、デンソーが主導権を掴みつつあったが、KUROBEはブロックなどでその流れを断ち切り、コクラムや中村の攻撃で追いついた。デンソーはネリマンや中元が得点を重ね、終盤は横田(真)の連続
ブロックなどで接戦を制した。

試合番号 ： 321 試合会場 ： CNAアリーナ★あきた（秋田市立体育館） 観客数 ： 2,150

開始時間 ： 11:30 終了時間 ： 12:55 試合時間 ： 01:25 主審： 新田　浩幸 副審： 津嶋　由香

日立Astemoリヴァーレ 通
算

3 勝 3 敗

0

22 第１セット 25

3

東レアローズ 通
算

5 勝 1 敗

ポイント： 9 ポイント： 13

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日も日立Astemoリヴァーレへの多大なご声援ありがとうございました
。
　上位に食い込むためにも大事な試合で、攻撃が高く速く、守備も堅い東
レに対して対策を練り挑みましたが、悔しい結果となってしまいました。
　自チームの弱さと課題がはっきり見えた試合でしたので、課題と向き合
い成長した姿をお見せできるよう、練習に取り組みます。
　来週はこの悔しさをぶつけ、皆さんに勝利をお届けできるよう頑張りま
す。
　２日間ありがとうございました。来週もよろしくお願いします。

19 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　サーブレシーブが返せず、苦しい場面もありましたが、しっかり我慢し
て、サイドアウトを取ることができました。
　ゲームの後半は東レの持ち味である攻めのバレーを展開することができ
て良かったです。
　本日は応援ありがとうございました。
　来週も引き続きよろしくお願いします。

16 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　連勝し勢いに乗りたい東レアローズとホームでの連敗は避けたい日立Astemoリヴァーレの一戦。
　第１セット、東レは日立Astemoのミスをきっかけに畳みかけ、リードを奪う。日立Astemoはオクム大庭や長内らにトスを集め応戦し、同点に追いつく。セット終盤、東レは石川のスパイクなどでリードを
奪うと、最後は西川がスパイクを決め、セットを先取する。
　第２セット、序盤の一進一退の攻防から、東レは石川のスパイクなどでリードを奪う。対する日立Astemoはオクム大庭にトスを集め応戦する。しかし、東レの勢いは止まらず、セットを連取する。
　第３セット、東レは石川の３連続サービスエースなどで序盤に大きくリードを広げる。後がない日立Astemoは渡邊のスパイクや長内、雑賀のブロックなどで一時３点差まで追い上げる。中盤、東レは石川
のサービスエースやクランのスパイクなどで再び引き離すと、勢いそのままに勝利を収めた。

試合番号 ： 322 試合会場 ： 金沢市総合体育館 観客数 ： 736

開始時間 ： 14:00 終了時間 ： 16:28 試合時間 ： 02:28 主審： 佐々木　伸子 副審： 菅原　潤

PFUブルーキャッツ 通
算

1 勝 5 敗

2

29 第１セット 27

3

トヨタ車体クインシーズ 通
算

2 勝 4 敗

ポイント： 6 ポイント： 5

監
督
コ
メ
ン
ト

　選手たちはベストを尽くしたと思う。
　連続失点をするときは同じようなパターンになり、改善できなければ今
日のような試合が続くと思うので、次戦までに修正していきたい。
　ホームゲームということで、本日も沢山の応援ありがとうございました
。

25 第２セット 12
監
督
コ
メ
ン
ト

　フルセットの末、勝つことができてよかった。２セットビハインドの状
況から選手たちがよく踏ん張り戦ってくれた。
　ディグは上がっていたもののリズムよく戦えていなかったが、第３セッ
ト以降、山上が落ちついてオフェンスにつなげられた所が良かった。
　さらにダニエルとのコンビも合ってきて、終盤はリズムよく攻めること
ができていた。
　本日も応援ありがとうございました。来週もよろしくお願いします。

22 第３セット 25

20 第４セット 25

11 第５セット 15

要
約
レ
ポ
l
ト

　前日に続き勝利を目指すPFUブルーキャッツと、連敗を止めたいトヨタ車体クインシーズの対戦は、トヨタ車体が接戦を制し、逆転で勝利を飾った。
　第１セット、PFUは序盤に志摩、アコスタのキレのあるスパイクでリードを奪うが、トヨタ車体はダニエルの打点の高いスパイクにより追いつき、デュースまでもつれる展開となった。途中交代で入ったPF
Uの鍋谷が終盤にスパイクを決め、PFUがセットを先取した。
　第２セットもPFUの勢いは止まらず、山下、瀬戸のサービスエースやジャンのスパイクで得点を重ねると、トヨタ車体に一度もリードを許さず、セットを連取した。
　第３セットはお互いに譲らず一進一退の攻防となった。PFUがバルデスや志摩のスパイクなどで連続得点を奪いリードするが、トヨタ車体もダニエルの打点の高いスパイクを中心に反撃し、追いつく。終盤
にハッタヤや大川のスパイク、山上のブロックなどで連続得点を決めたトヨタ車体がセットを奪取した。
　第４セットは得点を取っては取られてのシーソーゲームとなった。終盤にトヨタ車体のダニエルがスパイクを決め、最後は大川、ハッタヤのスパイクによる連続得点でセットを奪った。
　第５セットは勢いに乗るトヨタ車体が、ダニエルや鴫原のスパイク、山上のブロックなどにより連続得点を奪う。トヨタ車体が渡邊やアコスタのスパイクなどで追いすがるPFUを振り切り、勝利を決めた。

試合番号 ： 323 試合会場 ： 加古川市立総合体育館 観客数 ： 711

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:22 試合時間 ： 02:22 主審： 増岡　三佳子 副審： 栗崎　慎太郎

JTマーヴェラス 通
算

5 勝 1 敗

3

25 第１セット 20

2

埼玉上尾メディックス 通
算

4 勝 2 敗

ポイント： 13 ポイント： 13

監
督
コ
メ
ン
ト

　ホームゲーム第２戦、相手も私たちを分析し対策してくる中、コート内
外で色々とコミュニケーションを取りながら試合を進めていくことができ
た。
　相手のブロックとレシーブの精度が高かったので、サイドアウトをなか
なか切ることが難しかった。自分たちでどうやって点数を取って行くか、
しっかりと整理して来週に臨みたい。
　２日間、応援ありがとうございました。

17 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の敗戦から切り替えるために「平常心」とチームの「和」をテーマ
にしてきた。
　JTの粘り強い守りにひるむことなく、自分たちの力を出すことができた
と思う。
　最後、紙一重の差で負けてしまったが、選手たちは本当に粘り強く戦っ
てくれた。この２日間の敗戦を糧にして、チームとして成長していきたい
。
　今週もご声援いただき、ありがとうございました。

25 第３セット 23

21 第４セット 25

16 第５セット 14

要
約
レ
ポ
l
ト

　昨日に続き、連勝を狙うJTマーヴェラスと埼玉上尾メディックスの一戦。
　第１セット、JTは序盤からロウ、西川のブロックで流れを掴んだ。埼玉上尾は佐藤のアタックで流れを引き寄せようとするが、JTはメンバーチェンジで入った和田の活躍でリズムを取り戻し、セットを先
取した。
　第２セット、埼玉上尾はロゾのブロック、サービスエースでJTを突き放す。JTはメンバーチェンジで流れを取り戻そうとするが、埼玉上尾の勢いは止まらず、セットカウントを１‐１とした。
　第３セット、埼玉上尾は仁井田のフェンスを恐れぬレシーブや佐藤のアタックで抜け出した。しかし、JTは田中、和田のアタックで逆転しセットカウントを２‐１とした。
　第４セット、後がなくなった埼玉上尾は、仁井田のアタックで突き放そうとする。一方、JTはロウのアタックで流れを取り戻そうとするが、埼玉上尾の勢いは止まることなく押し切った。
　第５セット、JTはロウ、西川のアタックで流れを掴む。埼玉上尾はじりじりと追い上げたが、最後はJTが勝利しホームゲームで連勝を飾った。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。
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試合番号 ： 324 試合会場 ： ヴィクトリーナ・ウインク体育館（姫路市立中央体育館） 観客数 ： 1,452

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:08 試合時間 ： 02:08 主審： 西中野　健 副審： 岩井　好恵

ヴィクトリーナ姫路 通
算

1 勝 5 敗

1

23 第１セット 25

3

久光スプリングス 通
算

5 勝 1 敗

ポイント： 5 ポイント： 14

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日も多くの皆さまにご来場、ご観戦賜り誠にありがとうございました
。
　ホームゲームで勝利することができず、大変悔しく思います。
　どのセットも序盤の展開は悪くないが、中盤から終盤にかけて相手にゲ
ームの主導権を渡す展開が続きました。
　ゲームの中盤から終盤にかけての内容を精査して改善ポイントを明確に
し、来週のゲームに臨みたいと思います。

21 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の試合で出た修正点を試合前に再度確認し、しっかり準備して今日
の試合に臨んだ。
　勢いある姫路になかなかリードできずに押されるシーンもあったが、２
日間を通して２勝できたことを素直に喜びたい。
　今週の戦いは修正点も多く見えたが、良いプレーも多くあったので、自
信につなげていきたい。
　連日の応援ありがとうございました。

25 第３セット 16

18 第４セット 25

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、ヴィクトリーナ姫路は序盤から古市とプラクが活躍し、６連続得点で久光を引き離す。久光は中盤にファンヘッケの強烈なアタックで同点に追いつく。姫路は途中交代の松本が活躍し最後ま
で競り合ったが、久光は中島、深澤の攻撃でセットを先取した。
　第２セット、中盤まで両チーム一進一退の攻防が続くも、久光は栄の多彩なトスワークにアタッカーが応え、セットを連取する。
　第３セット、姫路は松本、佐々木の活躍でリードする展開となった。久光は深澤、中島のアタックで対抗するが姫路の勢いを止めることができず、姫路がセットを奪い返した。
　第４セット、姫路は田中、松本のアタックで食らいつくが、久光ファンヘッケの強烈なアタックを止めることができず、最後は荒木の連続ブロックポイントで、セットカウント３‐１で久光が勝利した。

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


